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 令和2年度より、女性の多様なチャレンジに必要となる学びを総合的に支援する仕組みづくりに関するモデルを構築。
 令和6年度は、女性教育関係団体、大学及び研究者、企業等が連携し、女性が指導的立場に就くに際して必要となる体系的な学習の提供等、女性の多様なチャレンジ
を総合的に支援するモデルを構築。さらに、我が国の将来を担う子供たちの最も身近な存在である学校運営における女性の参画を推進し、子供たちの男女共同参画を推進す
る意識を醸成することに加え、幼児期の教育現場等における固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消に資する方策について調査
研究を行う。

女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業

 少子高齢化、Society5.0の実現を見据える中、あらゆる分野での女性の参画拡大は社会・経済の持続可能な発展のために重要。
 第5次男女共同参画基本計画（令和２年12月）では、社会の多様性と活力を高め我が国経済が力強く発展していく観点や、男女間の実質的な機会の平等を担保する観点か
ら、指導的地位への女性の参画の拡大が極めて重要とされた。

• 「2030年代には、誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々の性別に偏りがないような社会となることを目指す。」ことが目標として掲げられ、
• 学校教育分野においては、初等中等教育機関の教頭以上に占める女性の割合を令和７年までに、校長20％、副校長・教頭25％とする成果目標が設定。
 女性活躍・男女共同参画の重点方針2023（女性版骨太2023）（令和５年６月）では、「児童生徒の固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイ
アス）を解消するための取組や、幼児期からも同様に、固定的な性別役割分担意識等を植え付けることなく、女子の理工系分野での活躍など将来のあらゆる選択肢について自由
な希望を抱くことができるようにするための教育環境の整備に資する取組を行う。」とされている。

男女共同参画、女性の活躍等に知見を持つ女性教育関係団体と多様な分野に高度な知見を持つ大学
及び研究者、企業等が連携し、総合的な知識、的確な判断力と実行力を高め、組織の指導的立場として、
より高度な社会参画を目指す女性の支援に資する社会教育プログラム（ウィミンズカレッジ）を構築。

同プログラムでは、男女共同参画に関する知識の他、Society5.0時代の最先端のリベラルアーツや、ビジネ
スや高度な意思決定の場で求められる的確な判断力等、多種多様な社会生活においてアップグレードを目
指す女性を対象に、それぞれの知識の体幹強化に必要となるオーダーメイド型の学習機会を提供するモデル
を構築する。

令和6年度予算額          19百万円
(前年度予算額   21百万円)

【事業開始年度：令和２年度】
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取組❶ 多様なチャレンジに寄り添う学び・社会参画支援モデルの構築

取組❷ 学校教育分野における女性の意思決定過程への参加
学校教育分野において女性の採用・登用が進まない地域が抱える課題について把握し、その課題解決に役立つ好事例や教員を目指す女性が管理職等へのキャリアを志向
することができるようなロールモデルを収集し、全国フォーラム等の開催により横展開を図る。

取組➌ 固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込みの解消に資する調査研究
未就学児がジェンダーバイアスにより自分の可能性を狭めてしまわないよう、幼児期の教育現場等における固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・
バイアス）の解消に資する方策について調査研究を行う。



京都女子大学ホームページ等をもとに文部科学省作成（https://rccp.kyoto-wu.ac.jp/rccp/recurrent/index_M.html）

京都女子大学「ウィミンズカレッジ（KNF）連携 マネジメント力基礎プログラム（マネジメント入門コース）」

令和5年度「女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業」取組状況

＜実施内容＞

大学、企業、女性団体等が協働し、多様な指導的立場の
女性を総合的に支援するマネジメント力養成の視点から、
特徴的な講座を提供し、構築。

組織で必要とされるマネジメントの基本的な知識とリーダーシップスキルを学び、キャリアを振り返ることで、社会参画のマインドとキャリ
アに関する自己効力感を高め、マネジメント職への挑戦を高めることを目的とする。

受講期間は、令和５年１０月～令和６年２月
受講者は、女性３５名（ほとんどが正規雇用）

月２回程度のリモート授業とオンデマンド授業（一部ハイブ
リッドで実施）
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https://rccp.kyoto-wu.ac.jp/rccp/recurrent/index_M.html
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京都女子大学における連携体制

• 授業提供（「ライフキャリアデザイン」「人的資源管理」
「組織マネジメント」「ロールモデルセミナー」） 

• キャリアカウンセリング 
• プログラム企画委員会運営
• 連携機関調整

日本女子大学
• 「タイムマネジメント」授業の提供
• プログラム企画委員会委員 
• 広報協力

福岡女子大学
• 「イノベーション・マネジメントとデ

ザイン思考 I」「イノベーション・マネ
ジメントとデザイン思考Ⅱ」授業の
提供

• プログラム企画委員会委員 
• 広報協力

（公財）市川房枝記念会女性
と政治センター
• セミナー提供 
• プログラム企画委員会委員

国立女性教育会館
• セミナー提供 
• プログラム企画委員会委員

西日本電信電話㈱
• 「AI リテラシー」授業の提供 
• プログラム企画委員会委員
• 広報協力

大学 女性教育関係団体民間企業

京都女子大学

オムロンエキスパートリンク㈱
• キャリアカウンセリング提供
• プログラム企画委員会委員 
• 広報協力
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京都女子大学における取組の効果（R5）

受講前：97.1%が自信がなかったと回答 受講後：85.7%が自信がついたと回答

⑤マネジメントに対する自信
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